
安住院本堂　附　慶長六年棟札 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた
あんじゅういんほんどう　つけたり　けい
ちょうろくねんむなふだ

所在地 岡山市中区国富

指定年月日 平成30年3月6日

解説

慶長6（1601）年に再建、寛政12（1800）年
に現在の場所に移築されている。内外陣
(ないげじん)境の柱筋に格子の結界を設
けて区画され、中世の密教本堂の形式を
よく伝えており、県内では希少な桃山期の
寺院建築である。

アクセス方法
岡電バスまたは宇野バス「国富」バス停か
ら徒歩10分

公開状況 外観のみ

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

県指定重要文化財（建造物）

ぶんかざいめい
（文化財名）

安住院本堂　附　慶長六年棟札

よみかた
あんじゅういんほんどう　つけたり　けい
ちょうろくねんむなふだ

しょざいち
（所在地）

岡山市中区国富

していしたひ
（指定した日）

平成30年3月6日

せつめい

慶長6（1601）年に再建、寛政12（1800）年
に現在の場所に移築されました。内外陣
(ないげじん)境の柱筋に格子（こうし）の結
界を設けて区画され、中世の密教本堂の
形式をよく伝えており、県内では希少な桃
山期の寺院建築です。

きっずページ


